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10 月園だより 
第658 号      成田保育園 

       

今月の徳目 
どうじきょうりょく 

同事協力 

 

◎ １7日(木) 内科検診について 

当日、園内検診を受けなかった場合

は、かかりつけ医にて受診をお願い

します。 

● 今月の主な行事・お知らせ 
・  ３日(木) かけっこ教室 
・  ８日(火) ピッパラクラブ 
・１０日(木) 交通安全教室 
・１５日(火) 十三夜 
・１７日(木) 内科検診 15:00～ 
・１８日(金) 小さな運動会(弁当持参) 
・１９日(土) 親子運動会(もも組以上児)  
・２４日(木) １０月お誕生日会 
・２９日(火) お習字(ゆり・きく組) 
・22 日(火)・30 日(水)  わくわくタイム 
 

 

  まわりの人と一つのことに取り組んで苦楽を共にすることは、安心や信頼関

係を育む基礎となる。みんなで協力することによって、一人ではできないよう

な大きなことを成し遂げることもできる。助け合うことが大きな力になること

を意識しよう。             （徳目解説 : 日本仏教保育協会）  
 

● 悲しいお知らせ 

９月 30日、保育園で飼っているメスのチャ

ボさん１羽が亡くなってしまい、きく組み

んなでお葬式をしました。裏山に行く途中

の桜の木の近くに納めましたので、通った

時はお参りしてあげてください。 

 

 

 協力とは、「力」が四つも見られるその字のごとく、他者と目的達成のためにお互い力

を合わせていくことを意味します。響きの良い言葉ですが、落とし穴があります。 
 まず、目的が無ければ協力し合えないか？そして、協力する相手は自分の好きな人も

いれば嫌いな人もいます。その相手は自分の思い通りに選べません。さらに、本当に協

力し合えているかどうかは誰にもわからないという問題があります。 
 そこで徳目の協力の前に「同事」とあるのが深い意味を持ってきます。 
目的達成時であれ、平時であれ、他者を拒否することなく、差別することなく、自分の

価値都合だけを優先することなく、周りの人たちとの関係性を豊かに築いていくのが

「同事」です。そこに本当の協力が生まれてくるのではないでしょうか。 
 今月は親子運動会があります。同事協力の思いをみんなで共有し、「人はこんなふう

に生きていくことが大事なんだよ」と子どもたちに示す、大切な子育ての日です。 
 

 
 
 
 


